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超新星は銀河 1個 に 100年に 1度程度しか発生しない星の終末の爆発である。昨秋すばる望遠
鏡の主焦点カメラの 1視野で、1度に 12個 もの超新星が発見された。まわりの領域とあわせて
18個 の超新星が見つかり、明るさの変化の様子も測定できた。このうちの半分以上の超新星につ
いて米国他との国際共同研究により分光観測や追加測光観測にも成功 した。遠方の距離測定に最
も適 した Ia型超新星が多数含まれているので、過去 2年間にすばる望遠鏡で見つけてきた Ia型
超新星とあわせ、近年存在が強く示唆されているダークエネルギーの存在可能性や性質をめぐる
議論に、遠方での最も精度の良いデータを提供できると期待している。

(国 立天文台の安田直植i氏 。田中壱氏とSXDSチームの協力による)

(関連記事―●本誌 P10)
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第 3回公開講演会開催される

東京大学大学院理学系研究科・

理学部では基礎研究の面白さと重

要性を広く内外にアピールする目

的で,昨年度から公開講演会を行

つている。その第 3回 目が 4月

25日農学部弥生講堂で行われた。

今回は「基礎科学の地平線 ―東

大理学部からのメッセージー」と

題 して,二つの講演が行われた。

当日は小雨の降るあいにくの天気

にもかかわらず,約 200名 の聴

衆が集まつた。

講演に先だって,理学系研究科

長・理学部長の岡村定矩教授の挨

拶があった。基礎科学は,いまは

やりの言葉で言えば “なんでだろ

う?"と いう疑間を持つことから

はじまるのであり,た とえすぐ役

に立たなくても非常に重要なのだ

ということを述べられ,一般市民

の方々に基礎科学に対する理解と

支援をお願いした。

最初の講演は,地球惑星科学

専攻の茅根創助教授による「サ

ンゴは警告するJであった。過去

約 1000年間の気温変化は,現在

温暖化が進行していることが紛れ

もない事実であることを示してい

るが,温暖化の影響がはじめて顕

在化したのは 1998年のことであ

る。この年にはエルニーニョ現象

が起 こり,観測史上最 も気温が

上昇し,高い海水温によって世界

中のサンゴが次々と自化していっ

広報委員 田近 英一 (地球惑星科学専攻)

た。その様子は,世界各国のサン

ゴ礁研究者によリインターネット

を通じてリアルタイムで報告され

たことが,臨場感をもって語られ

た。白化したサンゴの中には回復

するものとしないものとがあるこ

と,自化現象とはサンゴによる共

生藻類の入れ替え作業ではないか

という仮説など,大変興味深い議

論がなされた。地球温暖化問題に

対する関心もあってか,多 くの質

問やコメントがあった。

次に,新領域創成科学研究科

/理学系研究科の松井孝典教授が

「宇宙から探る生命の起源と進化

―アス トロバイオロジーとは一」

と題し,アストロバイオロジーの

紹介を行った。アストロバイオロ

ジーとは,米国NASAの主導によ

って最近立ち上げられたばかりの

新しい分野であり,生命の起源と

進化,宇宙におけるその分布,地

球惑星環境の安定性・変動性 。進

化などを主要な研究課題としてい

る。自然科学において物理学や化

学は宇宙に普遍的な法則や現象を

扱っているのに対し,生物学は,

生物が未だ地球でしか知られて公開講演会で挨拶する岡村理学系研究科長 。理学部長



いないという理由によって,地球

生物学であることが指摘され,生

命をどのように定義すべきかとい

う根本的な問題から取 り組む必要

があることが述べられた。講演後

は活発な議論があったが,中でも

“地球外生命はいつごろ発見され

そうか"と いう質問に対 し,“ そ

うい うテーマには研究費がつか

ないので現時点では予測できない

が,系外惑星系の観測によって将

来地球とよく似た惑星が発見され

れば,大きな予算がついて状況が

変わるだろう"と いうやり取 りに,

アス トロバイオロジー研究の究極

の夢と現実を垣間見た。

今回の講演会も大学院生の方々

に司会進行をしていただいた。親

しみやすい雰囲気で良かったので

はないかと思う。聴衆は,年配の

方や会社帰りのサラリーマン風の

方が多く,本学の教官。大学院生・

学部生のほか,駒場生や高校生の

参加もあったようである。公開講

演会は理学部の研究教育活動を一

般市民に宣伝する大切な機会であ

り,その意図は十分達成されてい

るように思われる。しかし,同 じ

理学部の教官や学生にとっても,

異なる研究分野の最新の成果を聞

く機会はめったにないのではなか

ろうか。公開講演会は,私たちも

大いに楽 しめるし勉強にもなる。

学内の方々もぜひ積極的に参加さ

れることをお勧めしたい。
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サンゴは警告する

略歴

1988年 東京大学大学院理学系研究科

地理学専門課程博士課程修了,理学博

士。1988年 通産省工業技術院地質調

査所海洋地質部研究官,1992年主任

研究官。1995年 東京大学大学院理学

系研究科地理学専攻助教授,2000年

地球惑星科学専攻助教授。

図 1白化したユビエダハマサンゴ

(石垣島白保 )

茅根 創 (地球惑星科学専攻 )

1.白化したサンゴ礁

1997年から 1998年にかιナて,

世界中の熱帯・亜熱帯の海でサ

ンゴ礁の「白化」が起こった (図

1,2)。 自化 とは,様々なス トレ

スによってサンゴ体内の共生藻

が抜け出して しまう現象で,こ

の時のス トレスは高水温だった。

20世紀後半の温暖化によって,

生態系がすでに影響を受けてい

るかどうかについては議論があ

る。白化は,生態系が温暖化に

よって大きなダメージを受ける

ことを示 した初めての例である。

白化の様子やその後の状況を詳

しく調べることによって,今世

紀の地球温暖化に対する生命圏

の応答について手がか りを得る

ことができる。

2.白 化はなぜ起こるのか ?

サンゴはイソギンチャクと同

じ仲間の動物であるが,体 内に

多数の微細な藻類を共生させて

お り,光合成を行ってサンゴと

サンゴ礁に生産物を与えている

(図 3,4)。 また,サンゴは群体を

な してその下に石灰

質の骨格を作る。サン

ゴ礁は,海洋でもっと

も生物の多様性が高い

系であるが,多 様 な

生物は共生藻が作る生

産物と,サンゴ礁が作
図 219971998年 に大規模な白化が見られたサンゴ礁



る住み場所に支えられている。

サンゴはス トレスを受けると,

体内の共生藻を放出してしまう。

ス トレスによって光合成回路の一

部が阻害され,電子が蓄積 して活

性酸素などになって共生藻とサン

ゴを損傷してしまうためであると

考えられている (図 5)。

共生藻が抜け出すと,石灰質の

白い骨格がサンゴを透かして見え

るようになる。これが自化である。

白化してもサンゴは数週間生きて

いられるが,共生藻から生産物を

得られないためにやがで死んでし

まう。サンゴが死ぬとサンゴ礁の

生物を支えていた光合成生産もサ

ンゴ礁地形を作る機能も失われ ,

サンゴ礁の生物多様性は失われて

しまう。

図 3サンゴの解剖図

図 4サンゴ体内の共生藻 (直径 001 mm)

図 5白化のメカニズム

高水温によって光合成の明反応は働 く

が,暗反応は阻害される。明反応によ

って海水からくみ出された電子が行き

場を失って蓄積 し,サンゴと共生藻を

損傷する。このため,サ ンゴは共生藻

を体外に放出する。

3.地球温暖化とサンゴ礁の自化

1997年から 1998年 にかけて

起こったサンゴ礁の白化は,ち よ

うど同じ時期に起こったエルニー

ニョに伴って世界の様々な海域に

高水温域が現れたことによって起

こった。衛星によって監視された

高水温域と現地からの白化の報告

は,場所と時期がぴったりと一致

した。

1980年代以降,大規模な白化

がしばしば報告されるようになっ

た。研究者の数が増えたことを差

し引いて考えても,20世紀の最

後の 20年間に自化が頻繁に起こ

るようになったことが明らかであ

る。これは,20世紀後半に海水

温度が全体として 0.6度程度上昇

したことに対応している。さらに

今世紀中に水温が 2度程度上昇

すると,こ うした大規模な白化が

1～ 2年に 1度起こるというシミ

ュレーション結果もある。

4.地球温暖化と生命圏の将来

サンゴ礁の白化に対する応答

は,地球温暖化に対する生態系の

応答が単純なものではないことを

示している。

白化の原因が高水温ならば,現

在低水温の限界付近のサンゴにと

っては逆に生育に都合がよいはず

である。しかし 1998年の白化の

際には,サンゴ分布北限の紀伊半

島や天草のサンゴも白化 してしま

った。サンゴ群集は,それぞれの

低水温域では低水温に適 した種構

成と生理特性を持っていたことが

わかった。

白化後,共生藻を取 り戻したサ

ンゴは,同 じ高水温にさらされて

も白化しにくくなることが見出さ

れた。白化前後で共生藻の遺伝型

を調べてみると,自化後には高水

温に対する耐性の強い型の共生藻

に置き換わっていることがわかっ

た。このことから,自化はサンゴ

と藻類の共生関係を新 しい環境に

適応したものに置き換えるプロセ

スではないかと考えられるように

なった。環境変動に対する生物の

応答は,予想以上に早いかもしれ

ない。

白化によって多くのサンゴ礁で

はサンゴがへい死 してしまって,

回復していない。一方,い くつか

。
Ю
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宇宙から探る生命の起源と進化
―アストロバイオロジーとは一

松井孝典 (新領域創成科学研究科複雑理工学専攻 )

のサンゴ礁では,サ ンゴの回復

が見 られている。サンゴ群集の

回復は,自化後共生藻を取 り戻

す場合,生き残ったサンゴが成長

して増える場合,他の場所から幼

生が来て定着 して成長する場合

(図 6)の 3通 りがある。いずれも,

その場所の環境がサンゴの生育

にとって適当であることが必要

条件である。

地球規模の環境変動によって ,

地球上の生物は大きな影響を受

けるであろう。しかしそれは,分

布域が高緯度側に移動するとい

う単純なものではない。これは,

環境変化に対する生物の応答は

物理現象のような決まった関数

形で表せるものではなく,環境変

化に対 して生物がその特性を変

える力を持っていること,生物が

復元力をもっていることによる。

私たちは,生物の持つ適応力や

復元力を少 しでも促進する手だ

てを考えなければならない。

図 6定着場所を探索するアオサンゴ幼

生 (長さ約 40mm)

*図 1と 図 6は ,東京工業大学波利

丼佐紀博士撮影。図 4は,琉球大学日

高道雄教授撮影。図 2,3,5は,日 本

サンゴ礁学会ホームページ (httpノ′Ⅷ

wsoc nii acjpttcrSう による。

略歴

東京大学理学部地球物理学科卒,理学

系研究科地球物理学専攻博士過程終了,

理学博±。日本における比較惑星学の

パイオニア。NASA招聘科学者を経て

理学部助手,助教授、現在は新領域創

成科学研究科教授。その間,国際気象。

大気物理学連合惑星大気委員会、国際

地質学連合比較惑星学委員会などの委

員、ミシガン大学、MITの招聘科学者、

マックスプランク化学研究所客員教授

などを歴任。専門は、比較惑星学、ア

ストロバイオロジー。

アス トロバイオロジー とは,

生命の起源 と進化に関わるあら

ゆる問題を,天文学,地球惑星

科学か ら生物学まで,分野横断

的に,その研究のベク トルをそ

ろえて総合的に解明 しようとい

うヽ 学問的試みに付けられた名

称です。 このような名称を冠 し

ていたわけではあ りませんが ,

そのような試みは我が国を含め

各国で既に 1990年代から行わ

れていました。それを NASAが
2000年,アス トロバイオロジー

なる名称の下に組織化 した, と

い うのがその成立の経緯です。

研究の日標 として掲げられてい

るのは,1.我 々 (地球生命 )は

どこか ら来たのか ?一生命はど

のように誕生 し,進化 してきた

のか?2.我 々 (地 球 生命 )は

宇宙で孤独な存在か ?一生命は

宇宙にどのように分布 している

か ?3.我 々 (地球生命 )は どこ

へ行 くのか ?―地球生命 と文明

の未来はどうなるか ?― といっ

た問題です。

それをもう少 し具体的に述べ

れば,地球生命の起源 と進化 ,

地球 と生物の共進化,地球は何

故生命の惑星なのか,宇宙にお

ける生命の探査,人類 と地球生

命の未来 といった問題です。実

際の研究テーマとしては更に具

体的で,例えば地球生命の起源

と進化に関していえば,生命の

材料物質は如何にして合成され

〆
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たのか (化学進化 ),地球生命は

何故 L型アミノ酸を選択 したの

か,生命誕生の場はどこか (地球

か宇宙か),細胞のような構造の

形成は如何にして起こるのか,生
命というシステムを維持する一般

原則は何か,分子レベル,個体レ

ベル,生態系レベルで生物進化は

どのようにして起こったか,地球

上における最古の生命の探査, と
いったテーマが挙げられます。こ

れ以外の問題に関しても同様に,

細分化されたより具体的なテーマ

が挙げられますが,それは講演で

触れることにしてここでは省略し

ます。

いずれもこれまで,それぞれの

既存の学問分野で追及されてきた

大問題です。それを共通の問題意

識のもとに,バ ックグランドを異

にする研究者がそれぞれの問題意

識のもとに,複数の研究グループ

を構成して議論していこうという

のが,従来と違う点です。現在米

国だけでも 15の研究拠点があり]

それを NASAエームス研究センタ

ーのアストロバイオロジー研究所

が統括するというのが,米国のア

ストロバイオロジー研究の現状で

す。このような研究組織は,コー

ロッパにもオーストラリアにも組

織され,活発な研究が行なわれて

います。アストロバイオロジーと

関した学術誌も複数刊行され,毎
年春に学会も開催されています。

以上がアス トロバイオロジーの

概略の紹介ですが,講演ではそれ

ぞれの研究テーマの,最新の結果

についても紹介します。またその

なかで私自身がどのような問題に

興味を持っているかも紹介する予

定です。それはもちろん,世界で

まだどのグループもアプローチし

ていないテーマですが,天体衝突

と地球・惑星・生命史の総合的研

究です。微惑星の衝突を通じて惑

星が形成されると考えられていま

す。その過程が太陽系形成の素過

程であり,惑星や地球の分化過程

(大気,海,大陸,コ アの形成過

=菫魔エロ■

度
(℃ )

図 1 海が安定に存在 じうる条件
左図は地球表層における炭素循環の模式図

右グラフは左図の炭素循環モデルに基づいた、太陽の光度変化を加味した場合の

地球大気組成 (上図)、 二酸化炭素分圧と表面平均温度 (下図)の時間変化

地球 環境 と生金の歴史

の海ぐ～1200℃〉

図 2 地球環境と生命
グラフは地球の表面温度の時間変化を―あらわす

程)を支配し,生命の起源と進化

にも深く関わります。この研究は,

上で紹介した全ての大テーマを横

断して,それぞれのなかの,複数

の小項目の研究テーマに関係する

ので,ま さにアストロバイオロジ

ー的研究です。
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東京大学大学院理学系研究科・博士学位取得者一覧

(2003年 4月 ～ 5月 )

*は論文博士を表します。

平成 15年 4月 7日付学位授与者 (3名 )

化学 * 手老 龍吾  走査トンネル顕微鏡と昇温脱離法によるTi021001)表面の1原子レベル構造と分子吸着

および反応性に関する研究

化学*高草木 達  Ti02(110)単 結晶表面上のナノ構造体形成機構と分子吸着・反応過程の STh/1観察

生科  山元 進司  アフリカツメガエルのオーガナイザー特異的転写因子による頭部誘導因子

cerberus遺伝子の発現制御機構

平成 15年 4月 30日付学位授与者 (1名 )

生化  岡 雄一郎  嗅上皮でゾーン特異的に発現する中鎖アシル CoAシ ンセターゼ、0-MACS、 の単離

と解析

平成 15年 5月 28日付学位授与者 (3名 )

物理 * 
応田 治彦  4He(静止 K~, π士)反応を用いた軽いハイパー核の生成と崩壊の研究

物理*東堂  栄  マグネタイトの1輸送現象

地惑 * 杉  正人  数値予報モデルを用いた気候予測の研究

平成 15年 5月 30日付学位授与者 (1名 )

生化  松尾 朋彦  分裂酵母の有性生殖およびストレス下での生育に必要なTorl=Cad8キ ナーゼカスケー

ドの解析
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人 事 異 動 報 告

(2003年 4月～ 6月 )

(講師以上)

所 属

化 学

生 化

天文研

生 科

(助 手 )

所 属

物 理

ノ′

〃

官 職

教 授

助教授

〃

講 師

氏  名

長谷川 哲也

濡木  理

小林 尚人

成瀬  清

異動年月日

H15.5.1

′′

′ノ

H15.5.16

異動事項

昇 任

′′

′′

′′

備    考

東京工業大学助教授から

東京工業大学大学院生命理工学研究科教授へ

国立天文台助手から

助手から

職

手

官

助

氏  名

田上 勝規

民井  淳

矢向 謙太郎

異動年月日

H15,5,1

H15,6.1

′ノ

異動事項

採 用

昇 任

採 用

異動事項  備    考

辞 職  (旧姓江本)

大阪大学核物理研究センター助教授ヘ

(職 員)

所 属  官 職

物 理  事務官

氏  名  異動年月日

平野 桂子  H15.4.30

<‐
イ
'「

‐
7ヽ‐
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DD

超新星による宇宙膨張測定

土居 守 (天文学教育研究センター)

dd@ba.s.u toけ o.aCjp

鏡の観測所プロジェク トと共同

でうまくスケジュールできたた

め、明るさの変化の様子が詳 し

く測定できた (図 2)。

今回の大量発見は、 8m以上

の大型光赤外線望遠鏡で、すば

るだけが唯一有 している広視野

カメラ Suprime― Camの 賜物であ

る。Suprime Camは 、木 曽観測

所の 105cmシ ュミット望遠鏡用

に開発を始めたモザイク CCDカ

メラ 1号機 (1991年完成)の後

継のカメラにあたる。当時はた

いへん小型で感度 もさほど高 く

ない CCDを 16個、 シュミッ ト

望遠鏡の焦点面に並べたが、大

学の環境を利用 した基礎開発的

研究が、今回の発見へ とつなが

ったとも言える。1991年当時も、

カメラが動き出した初 日にすで

に、遠方の超新星探索を試みて

た。カメラ開発の中心人物だっ

た関口真木 (当 時国立天文台助

手)が、科学的目的の第一に挙

げていたのが、超新星による宇

宙膨張測定だった。当時の超新

星探索の試みは失敗に終わった

が、10年以上の歳月を経、世界

最大級の高性能望遠鏡すばるの完

成と共に、最遠の超新星をどんど

んと見つけることができるように

なった。

1991年当時から目指 していた

超新星探索の科学的目的は、宇宙

膨張測定である。超新星の中には

Ia型超新星 と呼ばれる特殊な超

新星がある。la型超新星は、連星

系にある白色矮星が太陽質量の約

14倍まで重 くなって爆発すると

考えられている。この限界質量が

物理定数によって決まっているた

め、環境にほとんどよらず、ほぼ

一定の明るさで輝くと考えられて

おり、実際観測結果もほぼ一定で

ある。明るさ一定であるため、真

の明るさと見かけの明るさを比べ

ることにより、距離を求めること

ができる。距離は光速度で割れば

時間となるので、Ia型超新星が何

年前に爆発 したか、ということが

わかる。一方、超新星、あるいは

超新星の出現 した銀河 (母銀河)

のスペクトルを観測すると、特徴

的なライン (輝線 。吸収線)の波

長が、実験室に比べて伸びている

ことがわかる。この伸びは、宇宙

膨張によるものなので、伸びの割

合がそのまま爆発当時の宇宙に比

べ我々の宇宙がどのくらい膨張し

たかを表 している。 したがって、

超新星の明るさとスペクトルの観

測によって、宇宙が時間の関数と

してどのように膨張していったか

O

超新星は星の終末の姿である。

通常の銀河だと、10o年 に 1度

程度 しかおきない、たいへん稀な

天体現象である。昨年 11月 、東

大土居 と国立天文台安田直樹助

手 らのグループは、すばる望遠

鏡の主焦点カメラの 1視野で、一

度に 12個の超新星を発見するの

に成功 した (表紙の写真 )。 過去

のカメラ 1視野での発見数は高々

4,5個だったので、 4月 下旬に

国際天文学連合サーキュラーに公

式に掲載されたのを機に 5月 29

日に記者発表を行った (http:〃ind

us.astron s u to貯 o.acjp/～ dd/sn/)。

表紙の画像には、実は遠方の銀

河が約 5万個写 ってお り、丸で

囲んだ中に、ベガ (織姫星)の数

十億分の 1の明るさで輝く超新星

が写っている。周 りの連続した観

測領域をあわせると、昨秋は全部

で 18個の超新星を発見 。報告 し

た(図 1)。 15年 くらい前までは、

世界中で見つかった超新星の発見

数が、 1年に 20個に満たないこ

ともあったので、当時のほぼ 1年

分をまとめて発見していることに

もなる。また、今回はすばる望遠

●
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を測ることができる。

1998年、 2つのチーム (米国

ローレンス・バークレー研究所

のパールムッター博士らと、オ

ース トラリア国立大学のシュミ

ット博士ら)が、Ia型超新星を

用いた宇宙膨張測定の結果、宇

宙膨張は現在加速している、と

いう驚 くべき結果を発表 した。

解釈 としては、宇宙定数あるい

はその後ダークエネルギーと呼

ばれるようになった、宇宙膨張

によらず密度が一定の謎のエネ

ルギーが存在する、というもの

だった。

それ以前にも遠方の銀河の計

数から宇宙項の存在が示唆され

ていたし、それ以後の宇宙背景

放射の温度ゆらぎの精密測定で

も、宇宙は現在の約 1000分の 1

の大きさのころまでを平均する

と、ちょうどこのダークエネルギ

ーが光をまっすぐ進ませる (平坦

と呼ぶ)よ うに詰まっていると解

釈できる、ということが示され、

信憑性が急激に高くなってきた。

ダークエネルギーは本当に存在

しているのか、存在していると

したら真空のエネルギーなのか、

時間変化をしているのか、ある

いは物理法則のどこかを見直す

べきなのか、など疑間がたくさ

ん生じる。

ダークエネルギーはたいへん

密度の低いエネルギーで、宇宙

の密度の高かった宇宙背景放射

の頃にはほとんど効かず、むし

ろ最近になって急激に効き始め

る。したがってダークエネルギー

の性質を詳しく調べるには、我々

の近く (と いっても 70億光年く

らいまで)の宇宙膨張を詳しく調

べることが最重要|だ。今回を含め、

我々は 10個以上の最遠 (赤方偏

移>0.85)の Ia型超新星の明る

さとスペタトル観測を、パールム

ッター博士らとの国際共同研究で

成功させた。これまで 5個程度

しかなかった宇宙膨張測定可能な

最遠のサンプルを一気に増やせた

ので、宇宙膨張の加速、あるいは

ダークエネルギーの問題に迫るこ

とができると期待している。結果

は超新星の光が十分暗くなった画

像を今年秋以降にもう一度取得し

てから、最終的にまとめることに

なる。

図2約 65億光年の距離にある超新星の明るさの変化の

様子。左上から右上・左下から右下の順に時間が経過し

ている。国立天文台すばる望遠鏡 SuprllnじCa“ による。

｀

  11

図 120o2年秋に観測された領域全体の夜空。全体では

18個の超新星が発見された。南北両半球から観測可能な

天の赤道付近 (く じら座の方向)に位置し、すばる望遠
鏡観測所プロジェクトsXDSと呼ばれるサーベイ観測が

進行中で、今回観測時間を共有して成果をあげた。
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1今の専門を選ぶまで

軍司 それでは始めさせていただ

きます。加藤先生は多様性起源学

というのがご専門ですが、その分

野についてまずは簡単に説明して

いただけないでしょうか。

力藤 動物もそうですが、植物は

今の地球上に 30万種ぐらいのさ

まざまな種が生息しているわけで

すよね。それらは過去の生物から

歴史を経て作られて今日に至って

いるわけで、そういう多様な生物

がどのように進化してきたか、そ

れを研究したいと思っていて、僕

はその中でも陸上植物を対象にし

ているんです。

軍司 1珪上植物というと具体的に

はどういうものなんですか ?

,|111 特に興味があるのが川の中

に生えている植物でして、まあ川

の中といっても川岸の植物なんで

すよ。熱帯に行きますとね、雨が

降ると川の水位が上昇 しますが、

それが一日か二曰くらいでまた水

が引きます。その一番高い水位と

低い水位の間のところに特殊な生

物がすんでいるわけです。そうい

うところを渓流帯と呼んでいるん

ですが、そういうところには普通

の生物は生息できないわけです。

すごい水流の中にいるわけですか

ら。そこに生えている特殊な植物

を渓流沿い植物と言うのですが、

それらがどうやって進化 してきた

のかに興味を持っています。

それの延長上 として興味があ

るのがカワゴケソウ (川苔草)科

という植物の進化です。先ほど述

べた渓流沿い植物というのは週単

位、もしくはせいぜい月単位くら

いで水位が変動する場所にいるわ

けですね。 ところがそれ以外に年

間を通した季節的な変動というの

があります。熱帯ですと雨季と乾

季ということになりますが、それ

にあわせて大きく水位が変動する

わけで、先ほど言いましたのは大

きな変動の中に小刻みな変動があ

る、というわけです。それで雨季

の時は岩は完全に水没しているん

ですが、それが乾季になると相対

的に水から脱出してくる。つまり

1年の半分以上が水の中という非

常に特殊な環境にあるわけです

が、そこには先ほど言った渓流の

植物がさらに特異になったような

カワゴケソウの植物がいます。そ

れの進化の研究をやっているわけ

です。

軍司 なるほど。いわゆる進化

論というのにあたると思うんです

が、もともとそういった分野に興

味を持ち始めた時期、おそらく学

生の頃だと思いますが、あるいは

きっかけみたいなものは何だった

んですか ?

‘ギ

　

象

1ltt主

コケのような葉状の根の上に花ができたカワゴロモの 1種 (タ イ)
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加藤 さかのばれば私は工学部に

入学しまして・・・

軍司 え? 工学部だったんです

か ?

加藤 ええ。京大の工学部です。

その頃ヾ昭和 40年代ですが工学

部は非常に拡張される時期だった

んですけれども、それがすこし嫌

な感じがしましてね。

軍司 嫌な感じといいますと?

加藤 つまり、皆がそういうはや

りの分野に進んでいくというのが

何となく抵抗がありましてね、そ

れで途中で理学部に転向しまし

て、そこでも最初は発生学という

のをやろうと思ったんですが、そ

れも結構人気があつたので、誰も

やりそうもない分類学というのに

行ったんですよ。それでずっと分

類学のほうを研究していまして、

多様性起源学をやるようになった

のはここ7年 くらいのことです。

軍司 分類学というのも生物学の

分野ですよね。なぜt特に生物学

に移ろうと思われたんですか?

加藤 いえ、特にこれといった理

由はありません。子供の頃から昆

虫なんかが好きだったというのは

ありますけども・・ 。 ただ、僕

は形というのがすごく好きなんで

すね。分類学というのは色々な生

物の形を見ているわけで、そうい

うのが楽しいというのはありま

す。

あとは、学部を移るには欠員が

なければいけないんですが、たま

たま生物学に空きがあったという

ことですね。

軍司 ということはこの分野に進

んだのも偶然の要素があつたと。

加藤 そういうことになります。

軍司 少し質問を変えさせていた

だきます。今まで研究を続けてき

て、これはうまくいった、とか良

かったというようなことはござい

ますか ?

加藤 うまくいった、というのと

は違うけれども、やはり先ほどい

ったカワゴケソウのような植物と

出会えたというのは大きかったで

すね。

軍司 逆に大変だったことみたい

なことは。

加藤 ちよつと、一般的な質問

で答え難いですが。

軍司 つまり、壁にぶつかった

とか 。・・

加藤 壁にぶつかったと言えば、

今がそうかも知れないですね。

軍司 先生は最初から研究者と

しての道を目指していらしたん

ですか?

加藤 ええ、そうです。

軍司 そうしますと、実際に大

学の先生になると研究のほかに

教育者としての立場というのも

あると思うんですが、実際に学

生を教える立場になって何か感

じられたことなどはございます

か?

加藤 やっぱ り学生 と一緒に考

えるとい うのは新鮮なことがあ

りますね。例えば何か実験を行

った とき、僕たちはきっとこう

研究生活

セラム島の調査風景 (本を切り倒して川を渡る)
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いう結果が出るだろうという、先

入観というか、まあ、いい意味で

は予測を立てて臨むわけですね。

そんな中で学生 と議論 している

と、実際に出た結果に対して、こ

ちらが思いもつかないようなこと

を学生は言ったりして、すごく新

鮮で役に立つというのはあります

よね。

軍司 先ほどの話ですと実際にい

ろいろな場所に出かけていって調

査したりされるんですよね。

加藤 ええ。フィール ドワークが

非常に重要です。まあ僕の研究は

最近の流行から外れているという

か、最近は実験室で行う研究が主

流になっているんですけれど、僕

の場合は実際に外を歩き回つて調

べることが大切になっています。

軍司 先ほど熱帯といわれました

が、具体的にはどういう場所に。

加藤 渓流沿い植物の調査はイン

ドネシアですし、最近ではカワゴ

ケソウの研究でタイの方に行くこ

とも多いですね。

軍司 日本とは全く生活環境の違

う場所に行かれるわけですが、そ

ういう面で苦労したりはないんで

すか ?

加藤 いや、そういうことはない

ですね。ただそういう場所での調

査というのは、現地の人たちと協

力して行うわけです。だからきち

んと向こうの政府に話を通 してお

かなければいけないんですが。

軍司 ところで先生についている

学生さんはどのくらいいらっしゃ

るんですか ?

加藤 5人ですね。

軍司 そういう学生さんたちと一

緒に野外調査に出るということも

あるんでしょうか。

加藤 ええ、学生と一緒に海外に

行くこともあります。一ヶ月山の

中を歩き回ったりなんてこともあ

りますね。

軍司 それは大変そうですね。で

も学生には人気があるんではない

ですか ?

加藤 う―ん、どうでしょう。

軍司 学生時代に何かスポーツ

みたいなことはされていたんです

か ?

加藤 ええ、野球をやっておりま

した。まあ、この体格を見て分か

るようにキャッチャーだったんで

すけど。

軍司 そうしますと、その頃培っ

た体力みたいなものが今役に立っ

ていたりとか 。・・

加藤 いえ、それよりもむしろ子

供のころよく家の手伝いをしてい

ましたから、そのほうが大きいで

すね。おかげで体は丈夫なんです

よ。

|カ ワゴケソウについて

軍司 もう少し詳しくご専門のこ

とをお伺いしてよろしいでしょう

か。

加藤 これを見てください (写真

P13)こ れが先ほど言った、熱帯

開花中のカワゴケソウ植物 Zeylanidium maheshiwani(イ ンド)
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地方に見られる、1年の半分以上

が水の中という環境で進化して

きた植物で、カワゴケソウ植物

のカワゴロモの1種です。

軍司 これ、コケ類に見えます

が。 .

加藤 いや、これはオ トギリソ

ウの仲間から進化してきたので、

普通の花を持った植物の一種で

す。この平べつたいのが実は根

でして、その上にぽつぽつと出

ているのが、これは花なんです。

普通の植物ですと、葉や花が茎

の上にあって、という形をして

いるわけですが、この植物はそ

れがなくて、根から直接花が出

ている。人間で言うと顔から足

が直接生えているようなもので、

実に変な格好をしていますよね。

こんな植物は、熱帯の川沿い以

外では見られません。

軍司 この植物、養分はどこか

ら取っているんですか?

加藤 今は、乾季に水から上が

ってきたときの状態なんですが、

水の中にいるときは根から葉な

どが出て、それで養分をとって

いると考えられています。です

から、普通の植物では根の働き

としては地面に固着するという

のがあるわけですが、カワゴケ

ソウはその他にも光
‐
合成をする

という葉の役割をしたり、花を

支えるという茎の役割をしたり

するということです。

軍司 この形が、そういう特殊

な環境にもっとも適していると言

うことですね。ところでこの形に

進化してきたとおぅしゃいました

が、進化の過程を調べることによ

って、環境の変化がわかったりす

ることはあるんでしょうか?

加藤 いや、そこまではっきりし

たことは分からないですね。さっ

きも言ったとおり、カワゴケソウ

はもともとオトギリソウの仲間か

ら進化しているのに、こんな変わ

った形になってしまっている。つ

まり、おそらくある時期に突然変

異が起きて、こういう形のものが

発生したということですね。

軍司 カワゴケソウからオトギリ

ソウと―いうのはずいぶんと差があ

るようにも見えるんですが、その

途中段階みたいなものはあるんで

すか? 仮にあったとしても、中

途半端な形をしていて環境の変化

に対応できないような気もするん

ですが。

加藤 そのようなものは見つかっ

ていません。カワゴケソウとオ ト

ギリソウではそれほど遺伝子の塩

基配列に大きな違いというのは見

られないんですね。だからこそオ

トギリソウから進化してきたと言

えるわけですが、一方で、ちよつ

とした遺伝子の変化が、見た目

上は非常に大きな形の変化をもた

らすのかもしれません。自然界で

はそうなっているような気がしま

す。そして、ある特定の形に進化

したものが、他の生物が立ち入れ

ないような場所に進出してきて、

生き残り競争に勝っていくと、そ

ういうことです。

■ヽ♂
‘「
ヽ

村人がポーターとして協力してくれて調査出発―セラムー島―



さっきも言いましたように私は

いろんな生物の形、あ、こんな変

わった形をしたものがいるんだと

いうことに興味がありました。だ

からこういう、顔から直接足が生

えているような植物に巡り合えた

というのは大きかったですね。

軍司 先ほどの話の中で、研究室

で行う研究というのがあったんで

すが、具体的にはどういうことな

んですか ?

加藤 例えば進化といっても、現

在私たちが見ることができるの

は今まで生き残ってきた生物だけ

ですよね。そうしますと、その途

中を見るための唯一の手がかりと

いうのは化石ということになりま

す。そういうものを研究したりし

ている人もいる、ということです。

あとカワゴケソウなどにしても、

どうやってこんな変な形に進化

したのか、ということを調べると

いうこともしてみたいんです。そ

うするとやはり遺伝子を調べると

か、そういうことになりますが、

そちらのほうはあまり今のところ

うまくいっているという感じでも

ないですね。それが、さっきあな

たのおっしゃった壁、ということ

になるかもしれません。

1日常生活

軍司 ところで休日はどのように

過ごされるんですか ?

加藤 土曜日は大体大学に出てく

ることが多いですね。日曜日はま

あ、特に何をするというわけでも

ありません。

軍司 何かご趣味のようなもの

は。

加藤 それも特にはないですね。

軍司 研究一筋 とい う感 じです

か。

加藤 まあ、そういうわけでもな

いんですがね。

軍司 少 し答えづ らい質問かも

しれませんが、家のことなど諸々

を含めて、優先順位みたいなもの

をつけるとしたらどうなるでしょ

う。

加藤 やっぱ り研究が一番です

ね。

軍司 教育者としてよりも、自分

の研究が一番という感じですか ?

加藤 あの、学部生はちょっと違

うかもしれませんが、大学院生ぐ

らいになると教育というよりも、

学生と色々と議論を積み重ねてい

って自分の研究にも役に立てて行

くわけです。ですから、あまり研

究と教育というのを分ける必要も

ないのではないかと私は思ってい

ます。

軍司 それでは最後に、今の学生

に対して何か一言お願いいたしま

す。

加藤 はい、あまリーつの分野だ

けでなくいろいろなことに興味を

持ってほしいということですね。

世の中には色々な学問があります

から。

軍司 確かに、最近は非常に専門

化してきているような印象があり

ますね。

加藤 ええ。例えば自分の行って

いる研究が何か壁にぶつかったよ

うなときなんかでも、他の分野の

人と議論をしている中で、それを

打ち破る力を得るということはす

ごく多いと思います。ですからあ

まり自分の専門にこだわることな

く、幅広い知識を持ってもらい

たいと思っています。私は類推と

いうのが好きなんですが、異分野

からの類推が大事なことがありま

す。

|あ とがき

ご本人もおっしゃっておられた

ように、本当に研究熱心、研究一

筋という印象を受けました。面白

いのは、そんな先生も最初から今

の研究分野を目指 していられたの

ではないということ。たまたま空

きがあったから選んだという分野

が、その先生にとって天職 とも

言うべきものだったことは、しか

し、ただの偶然ではないような気

がします。そして一つのことにこ

だわることなく、幅広い知識を持

ってほしいという言葉は非常に重

く受け止めるべきものだと感じま

した。
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連載シリーズ「実験生物ものがたり」

実験生物ものがたり6

ヒャクニチソウ
で、夏にピンク、黄色などの花を

咲かせる。花壇にもよく植えられ

ているので、ご覧になった方も多

いであろう。それでは、なぜ、ヒ

ャクニチソウを実験に使 うのか。

これがたとえば、ダイズ とか ト

ウモロコシなどであれば、作物と

して重要だからとなるが、そうで

はないし、花井としてもそれほど

儲けになりそうな植物ではない。

理由は簡単である。葉の細胞が簡

単にバラバラになるからである。

乳棒 と乳鉢、あるいはジューサ

ーで簡単に葉の細胞を単離でき

るのである。一部の植物、た と

えばアスパラガスなどを除いて、

他の植物ではこれができない。

私たちは、 この単離 した葉肉

単細胞を単細胞のままでまった

く別の道管細胞に分化させて し

福 田裕穂 (生物科学専攻 )

fukuda@biol s u― tokyo.acjp

私たちの研究室では、ヒャクニ

チソウ (百 日草 :キク科)を主要

な実験材料 としている。「日Jが

名につく植物は、ヒャクニチソウ

の他、ニチニチソウ (日 々草 :キ

ョウチク トウ科 )、 センニチコウ

/セ ンニチソウ(千 日紅/千 日草 :

ヒユ科)な ど、いくつかある。サ

ルスベリ (ミ ソハギ科)は百日紅

とも書かれる。 こうした名前は、

花保ちの印象か らつけられてい

て、実際の花の寿命が 1日 、100

日、1000日 というわけではない。

ヒャクニチソウやセンニチソウは

花が枯れた後も花の色が美しく残

るので、その名が付いている。こ

のようなわけで、これらの植物は

名前に「日」が入るとはいえ、分

類的には必ずしも近 くはない。た

だ困ったことに、この「日」は印

象的らしく、私たちの実験材料に

「日」がつ くことは覚えてもらっ

ているのだが、研究者仲間に、し

ばしばニチニチソウと間違えられ

る。

ヒャクニチソウはメキシコ原産

´̀
‐「 I・

「
  18 ´́

まうという実験系を構築し、植物

のもつ何にでも分化できるという

能力の分子的な実体を研究 してい

るのである。この実験系は単細胞

を材料にしているのでいろいろな

処理が簡単にできるし、細胞をず

っと連続して観察 し、その分化の

進行を追うことができる (図 1)。

また、分化の進行が正確であるこ

とを利用して、最近では理化学研

究所の植物科学研究センターと共

同で、約 9000遺伝子の分化過程

での発現動態を明らかにすること

に成功した。ではこの実験材料は

理想的で万能か。残念ながら、ヒ

ャクニチソウは遺伝学的解析が難

しい。そこで私たちは、全ゲノム

配列が明らかになり遺伝学的解析

の容易なシロイヌナズナも同時に

実験材料として使い、得られる情

報をキャッチボールしながら、分

化の謎にチャレンジしているので

ある。

図 1道管細胞の核分解は分解開始から 18分以内に終了する。
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謎の動物、

上島 励 (生物科学専攻 )

rueshirna@blol.s.u― tokvo.ac」 p

珍渦虫 χθЛοιur・bθ施 は北ヨー

ロッパの海底に生息する謎の動物

である。珍渦虫には頭も足もなく、

眼や触角などの感覚器官も全くな

い。その体制はきわめて単純で、

消化腔を表皮が取り囲んだだけの

袋状の体で、腹側に国があるだけ

で肛門はない。中枢神経系もなく、

腎臓などの諸器官もないという、

ないないずくしの「のっぺらぼう」

のような動物である (図 1)。

この珍渦虫の系統学的位置につ

いては、扁形動物の一員であると

する説、左右相称動物の姉妹群で

あるとする説など、様々な説が唱

えられていたが、その単純な体制

から後生動物の進化の初期段階に

分岐した原始的な動物ではないか

とする説が有力であった。

近年 にな って珍渦虫の分子

系統 解析 が行 われ た。 その結

果、驚 くべきことに、珍渦虫は

Lophotrochozoa (軟 体動物や環

形動物を含む前日動物の一群)に

属し、しかも二枚貝の原鯛類と近

縁であることが示唆されたのであ

平衡胞 環状筋  匡I     卵

図 1珍渦虫X"ο ralF・bθノソa bοο々ゴの体制

上 :外形,下 :内部構造 (縦断面)

「無脊椎動物の多様性と系統J(裳華房)よ り

る。また珍渦虫は独特な卵形成を

行い、その特徴は二枚貝の原鯛類

と共通であることも報告された。

さらに最近になって、珍渦虫の

幼生形態が初めて記載され、その

幼生は、1)ト ロコフォア型であ

る、2)消化管が完全で肛門があ

る、3)外套膜とそれに囲まれた

外套腔があり、その内側には櫛状

の鯛を持つ、4)筋肉質の足があ

る、5)中枢神経系があ り、足神

経節の基部には平衡胞があること

が明らかになった。これらの特徴

は、珍渦虫の成体に見られる単純

な体制は二次的に退化したもので

あり、珍渦虫が原始的な動物では

ないことを示唆する。さらに、上

記の 3)、 4)、 5)の特徴は二枚貝

との類縁性を強 く支持する。以上

の結果を総合すると、珍渦虫は軟

体動物の二枚貝に近縁であること

はほぼ間違いないと思われる。

寄生性の動物では様々な器官

が退化する例が知られている。粘

液胞子虫や二胚虫の単純な体制

は、寄生生活への適応の結果、著

しい体制の退化が起きたためで

あると考えられている。 しかし、

今回の珍渦虫は寄生虫ではない。

自由生活性の動物で中枢神経系

を含む諸器官がこれほど退化す

る例はこれまでに知 られていな

い。さらに驚 くべきことは、 こ

のような著 しい体制の退化が二

枚貝類で起きていることである。

二枚貝類は、軟体動物の中でも

最も特殊化 した体制を持ち、長

期間に渡る進化の過程でもボデ

ィプランが最も安定 していた分

類群なのである。珍渦虫の例は、

後生動物の体制が今まで考えら

れている以上に可変性が高いこ

とを示すものであると言えよう。

さて珍渦虫の分類学的位置で

あるが、系統学的には軟体動物

門二枚貝綱の中の一群 (目 また

は上科)と すべきであろうが、そ

の体制があまりに違 うために軟

体動物に含めるべきか どうかす

ら確定 していない。最新の論文

でも動物門不明とされており、依

然として謎の動物なのである。
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「ビームを冷やす ?ビームを液

体ヘリュウムに浸すのか?ビーム

が超伝導状態にでもなるのか ?」

会議のテーマをみて、多くの方が

そのようなことを想像されるかも

しれない。この、まったくポピュ

ラーではない「ビーム冷却」を主

題とした国際会議を開催した。米

国、ドイツ、スイス、ロシアなど

から約 70名 の外国人研究者が(当

初参加予定の中国からの研究者は

中国科学院の判断で SARSが克服

されるまで海外の国際会議出席は

禁止となり、キャンセルしてきた)

また約 50名の日本人研究者が参

加し、 5月 19日 から23日 まで

山中湖畔のホテルマウント富士

を会場として議論が繰り広げられ

た。素粒子。原子核物理学、原子・

分子物理学分野でユニークな研究

手法となつている「ビーム冷却」

に携わつている研究者が一堂に会

した。この会議の様子は 5月 19

日の NHKの夜のニュースでも放

映され、また NHK解説委員が 5

月 20日 朝の「おはよう日本」の

コラムでとりあげ、 3分間にわた

り会議の意義や「ビーム冷却Jに

ついて解説した。朝の人気 ドラマ

「こころJの直前だったので、全

・́~ヽ

「
~.7‐

.

●  20  _

国の多くの方がこの解説をきいた

と思われる。「ビーム冷却Jと いう、

聞きなれない学問分野が現代科学

で重要な役割を果たしているらし

いという印象を多くの方にもって

いただいたかと思う。しかし、こ

の生番組で、解説委員の相方とな

った男女 2名のアナウンサーの後

日談によれば、まったく中身が理

解できなかったそうで、「こんな

にわからないと、さっぱりして気

持ちがよいJと いつたそうである。

解説委員は図を用いて丁寧かつ正

確に説明したのだが、「ビーム冷

却」を短時間で印象的に理解して

もらうのは難しい。したがってこ

こでも、まず「ビーム冷却」につ

いて分かり易く簡単な解説をしな

ければならない。

近年の素粒子 。原子核の実験的

研究では、自然界には通常存在し

ないか、あるいは稀少にしか存在

しない反粒子を用いた研究から大

きい発見がなされてきた。たとえ

ば陽電子と電子の衝突実験により

第 4番目のクオーク (チャームク

オーク)の存在が確証された」/
Ψ粒子の発見 (1976年ノーベル

賞)、 反陽子と陽子衝突で自然界

の弱い相互作用を媒介するウイー

却と関連科学」

片山武司 (原子核科学研究センター)

クボゾンを発見した実験 (1984

年ノーベル賞)な どが典型的な例

である。また最近の原子核物理分

野では安定な原子核に比較して、

中性子や陽子が極端に過剰になっ

ている不安定な原子核の研究によ

り原子核構造の研究が急速に進展

している。こうした実験では、反

粒子や不安定原子核を大量に生

成、収集し高品質化し、粒子との

衝突回数を高めることにより、測

定装置にかかる対象事象の頻度が

多くなり新発見につながることに

なる。たとえば反陽子は陽子ビー

ムを 30GeVほ どに加速してベリ

リュウムなどの標的に衝突させて

生成する。このように2次粒子と

して生成された反陽子ビームは生

成反応過程により、角度もエネル

ギーも大きくばらついており、ま

た生成される数も少ない。別の言

葉で表現すると生成された反陽子

は位相空間上の密度が極端に小さ

く、したがつてそのまま粒子と衝

突させても衝突回数は小さく、実

験にならない。いかにして2次ビ

ームの位相空間密度を高めるか、

これが実験の成否を握る。

1966年ノボシビルスク研究所

のブドケル博士は、生成された反



陽子を品質のよい電子ビームと等

速度で並走させれば反陽子の過剰

なエネルギーが電子ビームに吸収

され、反陽子が高品質化するとの

提案を行った。反陽子ビームと電

子ビームが熱平衡に達し、反陽子

の温度が電子に移行して、反陽子

の温度が下がる。これを電子冷却

と呼ぶ。他方 1968年欧州原子核

研究機構 (CERN)の フアン,デル ,

メール博士は円形蓄積リングにま

ず生成された反陽子を貯め、周回

する反陽子ビームの乱雑さの信号

を検出し、それに電気的補正を加

えることにより反陽子ビームの位

相空間密度を増すことができると

の考えをあきらかにした。こ―れを

ストカスティック冷却と呼ぶ。ど

ちらの考えも、1970年代半ばに

実験的に証明され、それ以降「ビ

ーム冷却」は加速器を用いた研

究には不可欠なコンセプ トとな

っている。温度を下げることはな

にも反粒子にかぎったことではな

く、イオンビームを冷却しトラッ

プすることにより超精密実験が可

能となっている。最近の研究成果

では本物理学専攻の早野教授らが

CERNで行つた、反陽子と陽電子

から構成される反水素原子の大量

生成がある。これは 200MeVの

エネルギーを持つ反陽子を減速、

冷却し、lmeVま で高品質化して、

陽電子とともにトラップすること

により成功した例である。

今回の国際会議では加速器分

野でビーム冷却を研究している人

達と、それを用いて物理研究を行

つている人達が合同で会議を開く

ことにした。すでに過去 35年ほ

ど「ビーム冷却」研究には歴史が

あり冷却物理、技術も大きく発展

した。またそれにより達成された

研究成果も素粒子・原子核物理の

みならず、冷却により実現した極

低温状態の原子や分子と電子との

相互作用の研究など、多方面にわ

たる成果がある。今回の会議では

それらの研究の到達点をレビュー

するとともに、今後の研究の方向

を探るため多くの研究者が参加し

たわけである。新しいアイデアが

いくつも提案された。ミュー粒子

を冷却して蓄積リングに大量にた

め、そのミュー粒子が崩壊する時

に生成されるニュートリノを次世

代ニュートリノフアクトリーとす

るアイデア、不安定原子核を十分

冷却して電子と衝突させ不安定原

子核の構造を精密に決定しようと

する提案、反水素原子の超精密ス

ペクトロスコピーからCPTの破

れの1検証実験、極低温になったビ

ームが蓄積リングのなかで3次元

的に結晶化し、その形状を保つた

ままリング内を周回する可能性、

などなど、ビーム冷却を機軸とす

るユニークな研究方向が熱っぽく

議論された。

なおこの会議は文部科学省平成

15年度国際シンポジウム開催経

費、理化学研究所「理研コンフェ

レンス」として採択されサポート

された。国際会議で用いられた講

演者の電子フアイルやプログラム

は下記 web Ыteに あるので興味

のある方はご覧いただきたい。

http://www.Fiken.gojp/1ab―w、vw/

beamphys/cooЮ3/index.html
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「ビーム冷却の現状、到達点そして今後」について講演する米国

ローレンス′`―クレイ国立研究所のアンドリュー・セスラー教授
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5月 9日、宇宙科学研究所の小

惑星探査機 MUSES Cが 内之浦町

の鹿児島宇宙空間観測所より打

ち上げられ、「はやぶさJと命名

された。太陽系の小天体の探査

は、 日本の探査機ではハ レー彗

星探査以来である。ハ レー彗星

探査では日本は「さきがけ」「す

いせい」の 2機の探査機を打ち

上げたが、彗星 との接近距離は

「すいせいJで 15万 kmも あり、

彗星の詳細な観察はヨーロッパ

の GIOTTOに譲った。「はやぶさ」

は、2005年 6月 15日 に小惑星

1998SF36に 接近してその周囲に

5ケ 月間滞在する。 2回小惑星

表面に接地 してサンプルを採取

し、最終的に 2007年 6月 10日

に地球へ送 り届ける計画である。

これまで月以外の天体か らサン

プルが持ち帰られたことはない。

「はやぶさ」計画により、小惑星

のサンプルが回収・分析が行わ

れれば科学的価値は非常に高い

だけでな く、 日本が宇宙分野で

残す価値の高い足跡の 1つにな

ることは疑いない。

サンプル採取のほかに、「はや

佐々木 晶 (地球惑星科学専攻)

ぶさ」は分光カメラ、近赤外分

光計、 X線分光計で小惑星を観

察する。さらに「ミネルバ」 と

い う小型観 測機 (ロ ーバ )を

小惑星表面に放出 して、カメラ

により表面状態を細か く観察す

る。私はこの探査機で、ローバ

と分光カメラのグループに加わ

り開発・機器試験などに参カロし

てきた。特に、宇宙風化作用 と

いう、小惑星表面の反射スペク

トルが時間とともに変化する過

程に興味を持 っている。カメラ

による表面の詳細な観察で、新

しいクレーターなど若い表面の

「色Jの違いを調べることから、

1998SF36の ような小さな天体

(大 きさは長径 600m短径 300m

の楕円体 と考えられている)で

宇宙風化作用が進行 しているか

どうかがわかる。

宇宙科学研究所は、今年 10月

1日 に宇宙開発事業団、航空宇

宙技術研究所 と統合 して新たに、

JAXA「宇宙航空研究開発機構」

という組織になる。その中で科

学衛星が生き残ってい くために

は、厳 しい競争を通 り抜ける必

要がある。もともと東京大学附属

の組織であった経緯もあり、宇宙

科学研究所の科学衛星には、以前

から東京大学の研究者が多く参加

してきた。日本の「宇宙の科学」

を発展させていくためには、我々

は、これまで以上に積極的に、科

学衛星探査に関与・協力をしてい

くべきであろう。

図 打ち上げを待つ小惑星探査機「は

やぶさ」。中央の丸いものは、サンプル

リターン用の大気突入カプセルである。

宇宙科学研究所 。鹿児島宇宙空間観測

所のクリーンルームにて佐々木撮影。
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新しく広報誌の担当となり、いつになくじっくりと原稿を読ませていただきました。今号は、宇宙と生物のお

話が中心になっています。私は化学を専門としているので、普段接しているものと全 く異なる話題で、非常に楽

しく読むことができました。私は分子のサイズ、～数 nm(lo9 m)に 思いを馳せることが多いのですが、土居先

生の宇宙のお話、近くといっても 70億光年 |その差 1034倍です。改めて、理学の幅の広さを感じます。加藤先

生のインタビューで、聞き手の軍司さんが最後に、「偶然飛び込んだ分野がまさに加藤先生の天職だった。」とま

とめておられますが、広報誌を読みながら、「自分が今 と異なる分野にいたら」なんて考えてみるのもリフレッ

シュにはいいかもしれません。しかし、カワゴケソウといい、珍渦虫といい、変わった生き物がいるものですね。

さて広報誌は、博士課程の学生によるインタビューからなる「研究室探訪」など、広い読者に受け入れられる

紙面作りを目指しています。「こんな話題を取り上げてほしい」など、ご意見、ご要望をどんどんお寄せください。

あわせて、 11月 には第 4回 目の公開講演会が予定されています。こちらも毎回、最先端の研究成果を幅広い聴

衆の方々に聞いていただきたいと企画しております。是非足をお運びください。

編集担当 田中健太郎 (化学専攻)
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国周祭の機子
第 76回五月祭が 5月 31日 、

初日は雨にたたられたが、

6月 1日 、本郷、弥生キャンパスで開催された。

2日 目は天気は回復して大勢の来客があった。

安田講堂脇の賑わい

露店の賑わい

図書館前の1大道芸ステージ 来場者で賑わう赤門
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図書館脇の様子




